
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

一

母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
関
す
る
支
援
に
必
要
な
実
情
の
把
握
を
行
う
こ

と
。

二

母
子
保
健
に
関
す
る
各
種
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
。

三

母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
に
対
す
る
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
。

四

母
性
及
び
児
童
の
保
健
医
療
又
は
福
祉
に
関
す
る
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児

の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
関
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
支
援
を
行
う
こ
と
。

五

健
康
診
査
、
助
産
そ
の
他
の
母
子
保
健
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
（
前
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。）。

第
二
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

市
町
村
は
、
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
九
条
の
相
談
、
指
導
及
び
助
言
並
び
に
第
十
条
の

保
健
指
導
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
情
報
の
収
集
及
び
提
供
、
相
談

並
び
に
助
言
並
び
に
同
条
第
二
項
の
あ
つ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請
と
一
体
的
に
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
及
び
第
七
項
中
「
良
好
な
家
庭
的
環
境
」
を
「
家
庭
（
家
庭
に
お
け
る
養
育
環
境
と
同
様
の
養
育

環
境
及
び
良
好
な
家
庭
的
環
境
を
含
む
。）」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
又
は
第
二
十
五
条
の
八
第
一
号
」
を
「
若
し
く
は
第
二
十
五
条
の
八
第
一
号
」
に
、「
に
よ
る

一
時
保
護
を
行
う
」
を
「
に
よ
り
当
該
児
童
の
一
時
保
護
を
行
い
、
又
は
適
当
な
者
に
委
託
し
て
、
当
該
一
時
保
護

を
行
わ
せ
る
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
三
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
頭
の
求
め
に
応
じ
な
い
」
を
「
正
当
な
理
由
な
く
同
項

の
規
定
に
よ
る
児
童
委
員
又
は
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
立
入
り
又
は
調
査
を
拒
み
、妨
げ
、

又
は
忌
避
し
た
」
に
、「
又
は
そ
の
」
を
「
、
又
は
そ
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改

め
、「
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
頭
の
求
め
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
」
を
削
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
又
は
一
時
保
護
を
行
お
う
と
」
を
「
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
又
は
同
項
の
一
時
保
護
を
行

お
う
と
し
、
若
し
く
は
行
わ
せ
よ
う
と
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
良
好
な
家
庭
的
環
境
」
を
「
家
庭
（
家
庭
に
お
け
る
養
育
環
境
と
同
様
の
養
育
環
境
及
び

良
好
な
家
庭
的
環
境
を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
児
童
に
」
を
「
児
童
の
」
に
、「
加
え
さ
せ
」
を
「
行

わ
せ
、」に
、「
一
時
保
護
を
加
え
る
」
を
「
当
該
一
時
保
護
を
行
う
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
に
一
時
保
護
を
行
う
」
を
「
の
一
時
保
護
を
行
い
、
又
は
適
当
な
者
に
委
託
し
て
、

当
該
一
時
保
護
を
行
わ
せ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
行
っ
た
」
の
下
に
「
、
又
は
行
わ
せ
た
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
の
三
中
「
に
よ
り
」
を
「
に
よ
り
、」に
、「
場
合
（
」
を
「
、
又
は
適
当
な
者
に
委
託
し
て
、
一
時
保
護

を
行
わ
せ
て
い
る
場
合
（
」
に
、「
場
合
を
」
を
「
、
又
は
行
わ
せ
て
い
る
場
合
を
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
解
除
」
を
「
解
除
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
に
つ
い
て
施
設
入
所
等
の
措
置
が
採
ら
れ
、
又
は
児
童
福
祉
法

第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
保
護
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
児
童
に
つ
い
て
採
ら
れ
た
施

設
入
所
等
の
措
置
又
は
行
わ
れ
た
一
時
保
護
を
解
除
す
る
と
き
は
、
当
該
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
親
子
の
再
統

合
の
促
進
そ
の
他
の
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
助
言
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
助
言
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
助
言
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
そ
の
事
務
に
関

し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
の
四
を
第
十
三
条
の
五
と
す
る
。

第
十
三
条
の
三
中
「
機
関
」
の
下
に
「
及
び
病
院
、
診
療
所
、
児
童
福
祉
施
設
、
学
校
そ
の
他
児
童
の
医
療
、
福

祉
又
は
教
育
に
関
係
す
る
機
関
（
地
方
公
共
団
体
の
機
関
を
除
く
。）並
び
に
医
師
、
看
護
師
、
児
童
福
祉
施
設
の
職

員
、
学
校
の
教
職
員
そ
の
他
児
童
の
医
療
、
福
祉
又
は
教
育
に
関
連
す
る
職
務
に
従
事
す
る
者
」
を
加
え
、
同
条
を

第
十
三
条
の
四
と
す
る
。

第
十
三
条
の
二
を
第
十
三
条
の
三
と
し
、
第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
施
設
入
所
等
の
措
置
の
解
除
時
の
安
全
確
認
等
）

第
十
三
条
の
二

都
道
府
県
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
に
つ
い
て
施
設
入
所
等
の
措
置
が
採
ら
れ
、
又
は
児
童

福
祉
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
保
護
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
児
童
に
つ
い
て
採
ら

れ
た
施
設
入
所
等
の
措
置
若
し
く
は
行
わ
れ
た
一
時
保
護
を
解
除
す
る
と
き
又
は
当
該
児
童
が
一
時
的
に
帰
宅
す

る
と
き
は
、
必
要
と
認
め
る
期
間
、
市
町
村
、
児
童
福
祉
施
設
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ

つ
、
当
該
児
童
の
家
庭
を
継
続
的
に
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
児
童
の
安
全
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該

児
童
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
当
該
児
童
の
養
育
に
関
す
る
指
導
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う

も
の
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
そ
の
」
を
「
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
る

監
護
及
び
教
育
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
当
該
児
童
を
懲
戒
し
て
は
な
ら
ず
、
当
該
児
童
の
親
権
の
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中「（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）」を
削
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
罰
則
）」を
付
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。

第
十
八
条

第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

第
七
条

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
い
う
」
の
下
に
「
。
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
児
童
の
一
時
保
護
を
行
い
、
又
は
適
当
な
者

に
委
託
し
て
、
当
該
一
時
保
護
を
行
わ
せ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
措
置
を
採
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加

え
る
。

一

児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
児
童
の
一
時
保
護
を
行
い
、
又
は
適
当
な
者
に
委
託

し
て
、
当
該
一
時
保
護
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

二

児
童
福
祉
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
児
童
の
う
ち
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

通
告
を
受
け
た
も
の
を
市
町
村
に
送
致
す
る
こ
と
。

三

当
該
児
童
の
う
ち
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
八
第
三
号
に
規
定
す
る
保
育
の
利
用
等
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
保
育
の
利
用
等
」
と
い
う
。）が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
そ
の
保
育
の
利
用
等
に
係
る
都
道
府
県

又
は
市
町
村
の
長
へ
報
告
し
、
又
は
通
知
す
る
こ
と
。

四

当
該
児
童
の
う
ち
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
同
条
第
三

項
に
規
定
す
る
子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
養
育
支
援
訪
問
事
業
、
同
条
第
六
項
に
規

定
す
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
そ
の
他
市
町
村
が

実
施
す
る
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
事
業
の
実
施
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
そ
の
事
業
の
実
施
に

係
る
市
町
村
の
長
へ
通
知
す
る
こ
と
。

第
八
条
第
三
項
中
「
措
置
、」の
下
に
「
市
町
村
若
し
く
は
」
を
加
え
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
同
項
」
を
「
同
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
三
第
一
項
中「（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）」を
削
る
。

第
十
八
条
中
「
第
十
三
条
第
四
項
」
の
下
に「（
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。）」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
七
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
」
の
下
に「（
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二

条
の
四
第
二
項
（
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
同
条
第
一
項
」
を

「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
罰
則
）」を
付
す
る
。
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